


今、命を守るために
　　　　やるべきこと
　　　　　できること

～今月の表紙～

　震災後初めての総合防災訓
練の訓練。あってはならない
事が起こり、私たちの生活が
一変してしまいました。
　今回の訓練は、こんな災害
が起こった時、私たちがどの
ように対応すべきか、できる
かを考える機会になりまし
た。

上野台に降り立つ消防防災ヘリコプターふくしま
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「備える」　
　平成 23 年 3 月 11 日午後 2
時 46 分。この日この時間を
私たちは忘れることができま
せん。「近いうちに来る」と
言われていた大きな地震が、
このように突然、しかもあっ
という間に私たちの日常を飲
み込み、荒れ狂い、轟

とどろ

かせた
からです。
　私たちは、日常において防
災の準備を備えられていたの
でしょうか？
　寒さや暗さ、空腹と闘い、
何とか発災直後を過ごしまし
た。
　そして２年。
　私たちは多くのことを震災
から学びました。
　その一つが「備えること」　
発災直後の辛い時間を少しで
も和らげることができる、「備
え」にはそんな力があります。
　そして、備えが「減災」へ
とつながるのではないでしょ
うか。
　自治体が行う防災訓練は、
確かにある一定の想定のも
と、全体的な進行管理のもと
行われるものです。
　しかし、あのサイレンの
音、大勢の人の波、炊き出し
の匂い、寒さ、ヘリコプター
の音・・・もうあんな時のよ
うな思いはしたくない・・・
と、記憶が戻ったのではない
でしょうか。
　災害は、忘れたころにやっ
てきます。「震災が来たから、
もうしばらく来ないよ」そん
なことはありません。
　「備える」
　このことをもう一度、訓練
を契機に考えてみませんか？

　

10
月
27
日
、
震
災
後
初
め
て

と
な
っ
た
町
総
合
防
災
訓
練
に

は
、
町
消
防
団
を
は
じ
め
、
陸

上
自
衛
隊
、
消
防
署
、
警
察
、

町
民
な
ど
の
関
係
者
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

万
一
に
備
え
て

全
町
民
を
対
象
と
し
た

　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

総合防災訓練を実施

　

訓
練
は
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

震
度
７
を
想
定
し
た
、
災
害
対

策
本
部
設
置
を
始
め
と
す
る
各

種
訓
練
を
総
合
的
に
行
い
ま
し

た
。

今
年
の
訓
練
は
、
昨
年
の

情
報
伝
達
訓
練
、
一
時

避
難
所
ま
で
の
避
難
だ
け
で
は

な
く
、
避
難
所
を
開
設
し
、
陸

上
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
、

消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、

応
急
手
当
の
訓
練
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

情
報
収
集
訓
練
で
は
、
災
害

対
策
本
部
に
、
被
害
状
況
が

次
々
と
各
地
区
か
ら
報
告
さ

れ
、
本
部
が
災
害
対
応
を
検
討

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
を
含
め
、

情
報
共
有
を
図
る
な
ど
、
災
害

対
策
本
部
の
動
き
や
手
順
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
各

種
訓
練
で
は
、
町
民
の
避
難
、

消
防
団
に
よ
る
地
域
の
巡
回
と

広
報
活
動
、
町
職
員
に
よ
る
避

難
所
の
開
設
、
給
水
車
に
よ
る

応
急
給
水
訓
練
、
陸
上
自
衛
隊

に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど
を
行

い
、
充
実
し
た
内
容
の
も
と
に

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

災害想定
10 月 27 日午前 7時 30 分頃、福島県沖を震源
とする激しい地震が発生した。国見町は震度 7
を観測。多くの建物が損壊し、一部では火災が
発生し、多数の負傷者が出た。電気・水道等の
ライフラインもストップして使えない状況。

国見町消防団長

鈴木  耕治さん
「震災後初めての総合防災訓練
で、いろいろな課題が見えてき
た。今回の訓練を教訓として、
次年度以降どの様にするべきか
検討し、今後に繋げていきたい」
と話していました。

　INTERVIEW

国見町町内会長連絡協議会長

阿部　初男さん
「一回で終わるのではなく、継
続することや日頃から防災に目
を向けることが大切。何かあっ
たら、身の回りのもので対処で
きるようにする訓練等も必要」
と話していました。

木下　景子さん

　　　大和さん

　今回 2 ヶ月になる息子さん
と参加。「今年引っ越してきて、
どこが避難所かわからなかっ
た。参加して一時避難所の確認
ができ良かった」と話してくれ
ました。
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1消防団員出動1消防団員出動

2はしご車を体験2はしご車を体験

3一時避難所で安否確認3一時避難所で安否確認

4次々に入る被害情報

5ＡＥＤ講習会5ＡＥＤ講習会

6煙体験6煙体験

7各ブースのでの展示7各ブースのでの展示

8炊き出し訓練8炊き出し訓練
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区　    　分 予算現額 収入済額 収入率 (％ ) 区　        分 予算現額 支出済額 執行率 (％ )

町 税 827,100 474,063 57.3 議 会 費 84,561 43,052 50.9 
地 方 譲 与 税 49,000 16,677 34.0 総 務 費 2,124,344 298,286 14.0 
各 種 交 付 金 73,316 52,737 71.9 民 生 費 1,155,588 442,265 38.3 
地方特例交付金 2,500 3,411 136.4 衛 生 費 787,642 237,421 30.1 
地 方 交 付 税 2,435,036 2,047,215 84.1 労 働 費 79,982 25,450 31.8 
分担金及び負担金 17,336 9,128 52.7 農 林 水 産 業 費 493,832 74,423 15.1 
使用料及び手数料 98,527 46,571 47.3 商 工 費 73,701 35,673 48.4 
国 庫 支 出 金 343,467 97,889 28.5 土 木 費 473,095 151,266 32.0 
県 支 出 金 4,849,823 1,197,193 24.7 消 防 費 4,404,238 1,366,550 31.0 
財 産 収 入 31,038 30,631 98.7 教 育 費 804,412 230,876 28.7 
繰 入 金 490,088 88 0.0 災 害 復 旧 費 32,868 21,187 64.5 
繰 越 金 645,206 682,434 105.8 公 債 費 426,551 245,380 57.5 
諸 収 入 ほ か 89,536 35,035 39.1 諸 支 出 金 1 0 0.0 
町 債 993,600 0 0.0 予 備 費 4,758 0 0.0 
合 　 　 計 10,945,573 4,693,072 42.9 合 　 　 計 10,945,573 3,171,829 29.0 

平成 25年度
上半期
財政状況

　

地
方
自
治
法
お
よ
び
町
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年

4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

の
上
半
期
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
予
算
総
額

１
０
９
億
４
５
５
７
万
３
千
円

に
対
し
収
入
済
額
が
46
億
９

３
０
７
万
２
千
円
（
収
入
率

42
・
9
％
）、
支
出
済
額
が

31
億
７
１
８
２
万
9
千
円
（
執

行
率
29
・
0
％
）
の
執
行
状
況

で
す
。
各
特
別
会
計
お
よ
び
起

債
残
額
等
に
つ
い
て
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　

各
会
計
と
も
適
切
な
収
支
状

況
で
あ
り
、
各
事
業
に
お
い
て

概
ね
計
画
通
り
執
行
し
て
い
ま

す
。

◎一般会計
【歳入】 【歳出】

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）

山 長 育 英 財 産 管 理 3,251 263 8.1 619 19.0
大 木 度 財 産 区 157 166 105.7 90 57.3
入 山 財 産 区 186 209 112.4 83 44.6
公 共 下 水 道 事 業 403,950 162,328 40.2 154,741 38.3
後 期 高 齢 者 医 療 102,011 33,060 32.4 20,176 19.8
国 民 健 康 保 険 1,318,135 614,292 46.6 516,415 39.2

介護保険
保健事業勘定 977,718 521,598 53.3 398,014 40.7
サービス事業勘定 2,683 1,896 70.7 194 7.2

土 地 開 発 事 業 58,800 8,799 15.0 0 0.0
渇 水 対 策 施 設 6,750 5,176 76.7 3,821 56.6

◎各特別会計

（千円）

区　　　分 9月末残高
一 般 会 計 4,903,491
水 道 事 業 296,401
公共下水道事業 1,758,520
合　　　計 6,958,412

◎町債残高

◎水道事業会計

区分
収　　入 支　　出

予算
現額

収入
済額

予算
現額

支出
済額

収益的
収支 232,440 119,740 218,577 69,648

基本的
収支 38,051 0 62,303 10,940　　

会計名 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）
石 母 田 財 産 区 648 653 100.8 117 18.1
北 山 組 合 800 797 99.6 243 30.4

◎石母田財産区、北山組合一般会計

◆問い合わせ　総務課財政係
　☎ 585-2114

（千円）

（千円）（千円）

（千円）

（千円）

災
害
発
生
に
備
え

福
祉
避
難
所
を
指
定

　

町
は
10
月
９
日
、
社
会
福
祉

法
人
厚
慈
会
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
間
で
、そ
れ
ぞ
れ「
災

害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難

所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協

定
」
締
結
式
を
行
い
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
国
見
の
里
と
町

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
２

カ
所
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
指

定
し
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
は
、
災
害
発
生

時
に
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
一
般
の

避
難
所
で
の
避
難
生
活
が
困
難

な
人
々
を
受
け
入
れ
、
避
難
生

活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
定
締

結
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
避

難
が
必
要
な
場
合
は
、
両
施
設

で
受
入
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
協
定
締
結
式
に
お
い

て
、
太
田
久
雄
町
長
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
に
対
し
て
水
や

缶
詰
な
ど
の
食
料
の
ほ
か
、
紙

パ
ン
ツ
な
ど
の
衛
生
資
器
材
の

目
録
が
手
渡
さ
れ
、
両
施
設
に

備
蓄
品
が
配
備
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

災
害
時
物
資
輸
送
と

地
域
の
見
守
り
を

ヤ
マ
ト
運
輸
と
協
定

教
育
委
員
・
教
育
委
員
長
へ
辞
令

　

町
の
教
育
委
員
へ
の
辞

令
交
付
式
が
10
月
1
日
行

わ
れ
、
2
名
の
方
に
太
田

久
雄
町
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
再
任
は

石
川
博
利
氏
（
第
４
）、

高
橋
幸
子
氏
（
宮
町
北
）

は
、
遊
佐
眞
紀
子
氏
の
後

任
と
し
て
新
た
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
10
月

1
日
か
ら
平
成
29
年
9
月

30
日
ま
で
。

　

辞
令
交
付
後
に
教
育
委

高橋幸子氏石川博利氏

員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
教

育
委
員
長
に
高
橋
幸
子
氏

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
、
国
見
町
図

書
専
門
指
導
員
の
阿
部
紀

子
氏
は
、
図
書
事
業
発
展

へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

福
島
県
公
共
図
書
館
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
氏
は
平
成
13
年
か

ら
、
子
ど
も
移
動
図
書
館

指
導
員
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
町
の
図
書
事
業
に
携

わ
り
、
現
在
は
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
図
書
専
門
指

導
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。「
今
回
の
受
賞
は

支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
の
が
、
何
よ

り
一
番
嬉
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

「
よ
り
親
し
ま
れ
る

図
書
室
に
！
」

阿部紀子氏

協定を結び握手を交わす太田町長と安彦支店長

協定書を取り交わす太田町長（右）と松浦副会長

協定握手をする太田町長（右）と堀切理事長

　

町
と
ヤ
マ
ト
運
輸
は
10
月
10
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
及
び
物
資
拠

点
の
運
営
等
に
関
す
る
協
定
」
と
「
地

域
の
見
守
り
の
取
組
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
物

資
の
輸
送
や
物
資
拠
点
の
運
営
を
支
援

要
請
で
き
る
こ
と
、
ま
た
地
域
の
見
守

り
と
し
て
ヤ
マ
ト
運
輸
の
配
達
員
が
何

度
訪
問
し
て
も
不
在
で
あ
る
な
ど
の
異

変
に
気
付
い
た
際
に
、
町
に
連
絡
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
町
の
安

心
・
安
全
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
申
請
手
続
き
は
、
国
見
町
が

発
注
す
る
建
設
工
事
等
に
関
す
る
契

約
に
係
る
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
資

格
の
有
無
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

資
格
審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
方
に
つ
い

て
は
、
有
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

ま
す
。

　

有
資
格
者
名
簿
に
登
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
受
付
期
間
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
付
部
門　
「
建
設
工
事
」「
測
量
・

調
査
・
設
計
」「
物
品
購
入
（
修
繕
）」

以
上
3
部
門

②
受
付
期
間　

平
成
25
年
12
月
2
日

月
か
ら
平
成
25
年
12
月
25
日
水
、
土

日
・
祝
日
を
除
く

③
受
付
時
間　

午
前
9
時
か
ら
正

午
、
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

④
受
付
場
所　

総
務
課
財
政
係
（
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
）

⑤
提
出
書
類　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
財
政
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

平
成
26
年
度
国
見
町

入
札
参
加
資
格
審
査

　

申
請
書
の
追
加
受
付

「税に関する作品コンクール」
　税の仕組みや目的を考える週間にあわせて実施された『国見町小中学生「税に関する作品コンクール」』には、
書の部 240 点、標語の部 257 点、合計 497 点の作品が寄せられました。
　小中学校から応募された作品の審査が 10 月 23 日、福島税務署長、県北地方振興局長、町長、教育長らによ
り行われ、入選作品が決定しました。入選した作品は、町文化祭への展示をはじめ、町申告会場（来年 2月中
旬から 3月中旬）に展示します。受賞者は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
【標語の部】（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　
　◎福島税務署長賞
　　その税金　今日もだれかの　幸せに　　 　  松浦　智美（県北中２年）
　◎県北地方振興局長賞
　　税金は　人を助ける　命づな　　　　　　   佐藤　彩花（国見小６年）
　◎国見町長賞
　　税金は　今と未来を　つないでる　　　　   阿部　雪那（国見小６年）
　　福島に　絆と勇気　税金で　　　　　　　   佐々木舞依（国見小６年）
　　何できる？  税で笑顔な　町づくり　　　     片平　陽　  （県北中２年）
　◎国見町教育長賞
　　「勉強する」は子どもの約束　
　　「税金」は大人の約束　　　　　　　　　　 岩渕　元　  （国見小５年）
　　税金は　みんなでつなぐ　助け合い　　　   松浦　行成（国見小６年）
　　その税が　いつかあなたに　恩返し　　　   髙橋　里歩（県北中２年）

【書の部】（敬称略）
　●福島税務署長賞　　　　齋藤　奈緒（県北中１年）　 
　●県北地方振興局長賞　　佐藤　里奈（国見小６年）     
　●国見町長賞　　　　　　渋谷　雪乃（国見小５年）
　　　　　　　　　　　　　内村　愛珠（国見小５年）
　　　　　　　　　　　　　稲村　紫月（県北中１年）
　●国見町教育長賞　　　　宗像　花恋（国見小５年）
　　　　　　　　　　　　　菊地　拓実（国見小６年）
　　　　　　　　　　　　　佐藤　柚姫（県北中１年）

【税務署長賞】 【振興局長賞】

　10 月 30 日水、日本サッカー協会が展開するＪＦＡこころ
のプロジェクト「夢の教室」が国見小学校で開かれ、競泳の
北京オリンピックメドレーリレー銅メダリストの宮下純一氏
が、子どもたちに夢や希望を持つ大切さを伝えた。
　この日は、5年１組の児童 28 人が参加。前半は鬼ごっこや
ボールを使った多彩なゲームを宮下氏と一緒に楽しみ、目標
達成に向け仲間と協力する姿勢、相手への思いやりの精神な
どを学びました。後半は、宮下氏が水泳を始めたきっかけや、
オリンピックでメダルをとるという夢を実現させるまでの努
力などを児童たちに伝えました。自分の夢について話をする
時間になると、児童たちは「東京オリンピックに出場する夢」
「デザイナーになる」など、たくさんの児童が自分の夢につい
て目を輝かせて話していました。
　同教室は 11 月 29 日金にも、サッカーの城彰二さんを夢先
生として迎え、5年 2組、3組で開かれます。5年生の父兄の
皆さん、輝いている児童たちを見に是非見学にお越しくださ
い。

夢
先生

初めから、笑い。そして、最後もまた「笑い・わらい」宮下先生ありがとうございました。
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町
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見
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追
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町
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財
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壽
）
は
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月
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日
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催
さ
れ
、
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形
文
化
財
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造
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介
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有
形
文
化
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建
造
物
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貝
田
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旧
鉄
道
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見
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す
る
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ン
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。

　

黒
磯
―
塩
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間
が
開
通
し
た

明
治
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年
（
１
８
８
７
）
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初

に
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設
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蒸
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排
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火
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ら
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史
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る
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１
２
５
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堀
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幅
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ｍ
）
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土
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（
高
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5
ｍ
）
が
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と
ど
め

て
い
ま
す
。
ま
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さ
れ
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が
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。

　

9
月
21
日
に
は
、
町
道
改
良

に
伴
う
発
掘
調
査
の
現
地
説
明

会
が
実
施
さ
れ
、
53
人
の
参
加

者
が
、
発
掘
さ
れ
た
堀
を
興
味

深
く
見
学
し
ま
し
た
。

　

まだまだ魅力を学ぼう！
「ふるさと歴史教室」

全 5回、午後 1時 30分から (2 時間 )
第 1回　11 月 23 日土　会場：森江野町民センター
　「沼田神社本殿彫刻について」( 仮 )
第 2回　12 月 22 日日　会場：東部高齢者等活性化センター
　「国見の古墳時代～下入ノ内・矢野目遺跡の土師器～」
第 3回　  1 月 18 日土　会場：小坂農村総合管理センター
　「古文書からみる江戸時代の小坂」
第 4回　  2 月 22 日土　会場：森江野町民センター
　「塚野目城跡について」( 仮 )
第 5回 　 3 月 15 日土　会場：大木戸ふれあいセンター
　「貝田姥神沢旧鉄道レンガ橋について」( 仮 )
※講師等の詳細については、後日、回覧をご覧ください。

問い合わせ　生涯学習課　☎ 585-2676

浪
江
・
国
見
線

町文化財保護審議会からの答申を受けました

貝田姥神沢旧鉄道レンガ橋

塚野目城跡

郷土の誇りを胸に
第 25回ふくしま駅伝（白河～福島 95.1㎞）

11/17日

　晩秋の福島路をタスキでつなぐ第 25 回ふくしま駅伝が
11 月 17 日開催されます。国見町チームの酒井透監督は、
「今年は、登録選手 22 人のうち 15 人が中学生。我が駅伝
チームの将来を見据えた中・長期的な視点での選手育成を
第一とした構成としています。９月に開催された伊達支部
中体連駅伝大会では、男子が６年振りに優勝し県大会へ出
場、女子も秒差で２位と大健闘し、ふくしま駅伝において
も活躍が期待できます。日頃、私達を支援してくださる方々
への感謝を胸に、チーム一丸となって白河から福島まで襷
をつないでいきますので、ご声援をよろしくお願いします」
と意気込みを話して下さいました。町の代表として出場す
る選手の皆さんへの温かいご声援をよろしくお願いします。

　 氏　　名 勤務先・学校名（学年）
団　長 八巻　忠義　福島県社会福祉協議会
監　督 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
コーチ 高橋　豊光 ヤマショウ水産
コーチ 佐久間光雄 ㈱国見メディアデバイス
１区 髙橋　香澄 県北中　２年
２区 松浦　貴昭 福島成蹊高　１年
３区 鈴木　晴馬 県北中　３年
４区 佐藤　史宏 伊達地方衛生処理組合
５区 鈴木　　悠 県北中　２年
６区 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
７区 佐藤　太一 県北中　３年
８区 大槻　　航 県北中　２年
９区 髙橋　美優 県北中　２年
１０区 山田　哲也 自衛隊福島
１１区 佐藤　雪音 県北中　１年
１２区 松浦　　輝 白石高　２年
１３区 高野　陽呂 県北中　２年
１４区 佐藤　嵩太 県北中　２年
１５区 渡邉　ゆき 県北中　１年
１６区 佐藤　温史 国見町役場
補欠 後藤　仁志 伊達地方衛生処理組合
補欠 髙橋　篤輝 県北中　２年
補欠 斎藤　　潤 県北中　２年
補欠 佐藤　淳哉 県北中　１年
補欠 川名　愛莉 県北中　２年
補欠 松浦　　文 県北中　２年

　町では、木造住宅に対する耐震診断を行うため
の技術者の派遣事業を行っております。随時受付
を行っておりますので、対象となる方は申し込い
ただきますようお願いします。
対象建物：
①所有者が自ら居住する住宅
②工事の着手が昭和 56 年 5 月 31 日以前にされた
戸建て住宅
③在来軸組工法、伝統的工法、枠組壁工法等によ
る木造 3階建て以下の住宅

国見町木造住宅耐震
　　　診断者派遣事業

個人負担：
6,000 円（診断時にお支払いいただきます。）
内容：建物の耐震診断及び補強計画の作成
※耐震診断は、国土交通省が示しています「木造
住宅の耐震診断と補強方法」の中に記載されてい
る「一般診断法」による診断となります。
※通常 1棟 150,000 円程度の費用がかかりますが、個

人負担 6,000 円で診断を受けることができます。

※補強計画は、耐震診断に基づき、壁等の補強箇所の

明示や概算工事費を算出するものです。

その他、詳細については、問い合わせください。

受付・問い合わせ　建設課管理係　585-2972
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町体育協会復興支援事業
こころを紡ぐ “ひまわり ”のつどい　　　　　　　

　町体育協会主催、町・町教委後援による「こころを
紡ぐ “ ひまわり ” のつどい」が 10 月 5 日、観月台文
化センター体育館で開催されました。町体協が平成 23
年より開催している復興支援事業で今年は約 200 名の
方々が参加しました。第一部では町体協のヨーガ部・
自彊術部・エアロビクス部・3Ｂ体操部・健康体操部
が演技を披露し、第二部では福島学院大のアンサンブ
ルクラブ・ＹＯＳＡＫＯＩクラブが会場を盛り上げ、
ひまわりのような笑顔のあふれるひと時となりました。　　　

　10 月 21 日に定例総会が開催され、次の
とおり確認されました。

・農地所有権移転　　　　　 2 件
　　　賃貸借　　　　　　　2件
　　　賃貸借　合意解約　　1件
・農地転用　市街化区域内　 1 件
・農地改良行為　　　　　　 2 件
・農地利用集積計画の決定

   11 月の農業委員会定例総会は次のとおり
です。
傍聴にお出てください。
・日時　11 月 19 日火　午前 10 時
・場所　観月台文化センター大研修室
◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890

農業委員会の動き

「人権週間」に合わせ
合同相談会を開催

　「世界人権宣言」が国連総会で採択された 12 月
10 日は「人権デー」と定められています。これに
より、12 月４日から 10 日の１週間を「人権週間」
とし、全国的に人権に関しての啓発事業が行われ
ます。
　町では「人権週間」に合わせ、人権擁護委員・
行政相談委員・民生児童委員による合同相談会を
開催します。相談は無料で秘密は厳守されます。
また、当日は電話（585-2793）での相談にも応じ
ます。困りごとや悩みごとなど、お気軽にご相談
ください。
▼日時　12 月４日水午前９時から正午
▼場所　観月台文化センター　第１会議室

地域福祉計画の意見募集

◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係
☎ 585-2793

　町では、子どもから高齢者、障がいのある人な
ど誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ための指針となる「国見町地域福祉計画」の策定
を進めています。11 月 11 日月から 29 日金にか
けて計画（案）についての意見募集を行いますので、
皆さまのご意などをお寄せください。
　計画（案）については、町ホームページ及び保
健福祉課社会福祉係で閲覧することができます。

みの池田ふるさと祭に出店
～岐阜県池田町で果物販売～

　10 月 5日・６日に、災害時相互応援協定を結
んでいる岐阜県池田町で、国見町の桃、プラム及

び桃のコンポート（加工品）の販売を町職員、町
の青年農業者、ミスピーチで行いました。10 月
とはいえ夏日の中、多くの方々に来店していただ、
桃・プラム合わせて 100 箱は 1日目の昼過ぎに
完売、桃のコンポート 800 個が 2日目の昼過ぎ
に完売となりました。
　試食・購入してくださった方々からは、「福島
の果物大好きです」、「国見町頑張ってほしい」と
いったうれしい言葉が寄せられました。今後も、
池田町との交流を図っていきます。

のの
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仮
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５
０
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２
号
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方部会機能の向上へ
　東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議は 5つの方
部会で構成されていますが、各方部会機能を高め、事務局

との連携強化を図るため、10 月 9日正副方部長・事務局会

議を開催しました。方部毎に課題を整理し、解決に向けて、

方部会と事務局が一体となって取り組むことを確認しまし

た。会議では、町政（放射能・除染対策）アドバイザーの

河
かわつけんちょう

津賢澄福島大学特任教授の「放射線の現状と除染対策」

と題した講演も行われました。

河津賢澄特任教授 あいさつを行う太田久雄町長

② ③
①保護シート

②ベントナイトシート

③保護シート

　仮置場は放射性物質による二次汚染を防
止するため、除去物を仮置きする場所の底
面は天然の粘土鉱物でできたベントナイト
シートという遮水シートを使用します。こ
のシートは遮水性・吸着性、粘結性に優
れ、ため池の漏水対策など様々な分野で利
用されています。その上下には厚さ１㎝の
保護シートでベントナイト層を守ることに
より、仮置場の適正管理に努め、地下水や
土壌の汚染を防止します。

①
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8

3 54

1 2

6

7

9

1みんな仲良くお歌でスター1みんな仲良くお歌でスター

ト

2さあ、上手く取れるかな2さあ、上手く取れるかな

3僕、凄いでしょう3僕、凄いでしょう

4さあ、一緒に運びましょう4さあ、一緒に運びましょう

5先生とにっこり

6力をこめて、えんこらしょ6力をこめて、えんこらしょ

7精一杯応援の歌を歌います7精一杯応援の歌を歌います

8何個入るかな？8何個入るかな？

9１等目指して、全力疾走9１等目指して、全力疾走

1111

8

5 7

12121 4

3

6

2

1 1年生による劇の様子1 1年生による劇の様子

22観客席からは見えないけ

れど、頑張っている 5年生

33２年生による劇の様子

4 6年生最後の学習発表会4 6年生最後の学習発表会

5 3年生笑顔でピース5 3年生笑顔でピース
6ただ今、読解中6ただ今、読解中
7自分たちで、種から作った7自分たちで、種から作った
ハンバーグ
8綺麗な歌声届けます8綺麗な歌声届けます
9力の限り、振ります9力の限り、振ります

9
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初めての稲刈り、うまく刈ることができたよ

秋の町民ウォーキング大会
　in 阿津賀志山　10 月 6 日に秋の町民ウォーキング大会が開催されま

した。約 100 人の参加があり最年少は 10 歳の女の子、
最高齢は 83 歳の男性でした。
　阿津賀志山を往復する約 9㎞のコースで、スタート
前にはスポーツインストラクターからストレッチや正
しいウォーキングの指導を受け、参加者はゴールを目指
して思い思いのペースでウォーキングを楽しみました。

国見小学校に　ゴールドスター・
　ロードショーがやってきた

　10 月 1 日にゴールドスターが国見小学校の６年生と
一緒に、歌とダンスを披露した。7人の団員が約 2時
間児童を指導しました。初めは、表情も硬く、なかな
か声を出すこともできなかった児童たちも、発表では、
練習以上の笑顔で、歌とダンスを披露することができ、
６年生の武見伽乃さんは「一人で歌を歌うのは緊張し
たけど、おもしろかった」と笑顔で話してくれました。
　

一人で歌うの “気持ちいい ”

苦しい道のり、でも、最後は最高のえ・が・お

　9 月 28 日㈱小坂アグリ主催による、天のつぶ刈り取
り体験とサッカー交流が、小坂アグリのほ場等で開催
され、町内外の約 60 人の子どもたちが参加しました。
今回農作業体験とスポーツレクを組み合わせた、町内
の農産物の安全と安心を PRした事業で、稲刈り体験や
サッカー教室のほか、昼食会では新米の天のつぶ等を
楽しみました。

子どもたちの稲刈り体験

　ファミリーシアターは 10 月 8日、国見小学校体育館
で行われ、全児童が「オーケストラ・アジア・ジャパ
ン」による和楽器のオーケストラ「日本のしらべ」を
鑑賞しました。演奏の合間には、オーケストラメンバー
による和楽器の紹介や児童との合奏も行われ、児童た
ちはプロが奏でる和の世界を堪能していました。

和楽器が奏でる
日本のしらべ

オーケストラメンバーと６年生との合奏

10 月 15 日は
シルバーの日

　10 月 12 日国見町シルバー人材センターは、15 日の
シルバーの日にちなんで社会奉仕作業として、ＪＲ藤
田駅周辺の草刈り等を行いました。会員たちは、手際
よく花壇の草刈りや、清掃等を行い、広場や駅前道路
はきれいになりました。

シルバーの会員が機械を使い、清掃作業

最後まで、ガッツで押し進む強い意志

　10 月 17 日、国見町青少年育成町民会議では、平成
25 年度県北地区新人大会において優勝し県大会に出場
する、県北中学校野球部に対して、会長の太田久雄町
長より、奨励金が交付され「やるからには頂点を目指
して」との激励の言葉に、生徒の皆さんは力強い返事
をしていました。　

快挙
　県北地区新人大会優勝

　10 月 22 日くにみ幼稚園で「事故の恐ろしさ」など
の話を聞き、実際に信号機のある交差点や園舎内を使っ
ての訓練に参加しました。子ども達は、藤田駐在所の
おまわりさんと交通安全協会森江野部会の指導のもと、
全身を使って「止まる」「待つ」「見る」そして「ゴー」
という安全な歩き方を学ぶことができました。

　10 月 29 日伊達みらいふれ愛グループは 76 歳以上
の独り暮らし、81 歳以上の二人暮らしの方に手作りの
お弁当を配達しました。配達先では「待っていたぞい。
今日を楽しみにしていた」と話す高齢者たち。配達す
るふれ愛グループの会員からも、自然と笑みがこぼれ、
お弁当のほかにも、素敵な笑顔を配達していました。

左見て、右。安全を確認して、渡りましょう

『わかったよ，安全な歩き方』
　くにみ幼稚園交通教室

　10 月 26 日から行われる「ねんりんピック 」バウン
ドテニス大会に県代表で参加するフレンドリ－くにみ
( 紺野進会長）に、19 日に町、町体協が激励金を贈り
ました。選手たちは「練習の成果を発揮し、県の代表
に恥じない戦いをします」と活躍を誓いました。（19ペー
ジに関連記事あり）

第 42回国見町文化祭
　音楽芸能発表会

　10 月 19 日観月台文化センター体育館で国見町文化
祭音楽芸能発表会が開催されました。
　参加者は日頃の練習の成果を発表し会場から、大き
な拍手を受けていました。また、その後の展示会では、
人形劇・読み聞かせ等の催しを行いました。

郷土の誇りを胸に
　勝利を目指して

日頃の成果をだして、一球一球思いをこめて

真心配達
ありがとう

真心、笑顔の配達

日頃の練習成果を、この一曲に
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－プロフィール－
・代表者　紺野　進
・活動日
　火曜日　　　午後 6時 30 分から午後 9時 30 分
　木・金曜日　午前 9時 30 分から正午
・主な活動場所
　　観月台文化センター　体育館
・会員数　20名
・会　費　1,000 円／年
・問い合わせ　紺野　進　☎ 585 ‐ 2373

フレンドリーくにみ

VOL26VOL26 いい汗と笑顔を

　

平
成
5
年
に
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
く
に
み
と
し
て
誕
生
し
、

先
日
、
創
立
20
周
年
記
念
の
式

典
を
迎
え
た
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

愛
好
会
が
今
月
の
ま
ち
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

女
性
13
名
、
男
性
7
名
の
会

員
が
お
り
、
年
齢
差
は
な
ん
と

40
歳
。
老
若
男
女
み
ん
な
で
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
で
い
ま

す
。

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、
卓
球

と
硬
軟
式
テ
ニ
ス
の
長
所
を
取

り
入
れ
た
よ
う
な
競
技
で
、
高

さ
50
㎝
の
ネ
ッ
ト
を
は
さ
ん

で
、
小
さ
な
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル

を
打
ち
合
う
競
技
で
す
。
見
た

目
よ
り
は
体
力
を
使
い
ま
す

が
、
技
術
と
声
と
笑
顔
で
充
分

に
カ
バ
ー
で
き
、
大
変
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
競
技

で
す
。

　

ま
た
、
室
内
競
技
な
の
で
、

天
気
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
年
中

活
動
が
で
き
、
体
調
管
理
が
し

や
す
い
の
で
続
け
や
す
い
競
技

で
も
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
自
分
の
健
康
維

持
、
県
内
外
の
大
会
出
場
の
た

め
と
、
自
分
で
ペ
ー
ス
を
調
整

し
な
が
ら
、
年
齢
の
差
、
男
女

の
差
に
関
係
な
く
、
一
緒
の

コ
ー
ト
で
和
気
あ
い
あ
い
と
練

習
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
末
に
は
、
四
国
の
高
知

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
に
、
監
督
一
名
、

選
手
二
名
が
県
代
表
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
週
3
回
、
活
動
し
、
積

極
的
に
町
外
で
も
、
元
気
に
活

躍
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
是

非
、
み
な
さ
ん
練
習
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
一
日
体
験
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
か
ら
、
一
緒
に
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
始
め
ま
せ
ん
か
。

国
見
小
学
校
六
年
生

へやの中のねこと毛糸
中野　歩奈

夜の海
岡田　澪亜

イーストアイとつばさ
佐藤悠貴也

古代の生き物
佐藤　圭佑ブラクニミ。

歩こう、知ろう、国見町
　まちあるきマップを手に、国見のまちなかを
一緒に散策してみませんか？
　いつも何気なく歩いている路にもちょっとし
た発見があるかも！

◆日時　11月 23日土午後２時から３時 30分
◆対象　町内在住または近隣市町村の方
◆内容　藤田商店街の小路をゆっくり歩いて奥
山家住宅等を散策します。グループでの参加も
大歓迎です。参加は無料です。
◆申し込み・問い合わせ　11 月 20 日水まで
国見町商工会☎ 585-2280

　町では、11 月 23 日よ
り年明け 1 月 7 日までの
間、まちなかをライトアッ
プする「明日へ。復興・き
ずなイルミネーション」を
町民参加型事業として実施
し、数多くの町民の方々に
参加をお願いしています。
町の公共施設や住宅などを
ライトアップする
「明日へのイルミネーショ
ン」は 11 月 23 日から 1
月 7日まで、
ボトルを持ち寄り、ろうそ
くに灯りをともす　
「キャンドルパーティー」
は 11 月 23 日 と 12 月 23
日の 2回、
国見町の冬の風物詩となっ
た
「あつかし山ビッグツリー」
は 12 月 23 日から 1 月 7
日まで
行います。
自宅などのイルミネーショ
ンを行ってみたい方やキャ
ンドルパーティーに参加し
たい方はぜひお申し込みく
ださい。

問い合わせ・申込先
　産業振興課
　まちづくり交流推進室
　☎ 585-2132

2013.
11.23土

2014.

1.7火
期間

明日へ

復
興

明日へへ

復
興

へへ明日へ明日へ

土
2014.

火

期間 Pm4:00 ～期間
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●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 25 年 9月生まれ）
・9か月児（平成 25 年 3月生まれ）

1月 30 日木
午後 1時 15 分～
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

1月 15 日水
午前 10 時～
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

いのちを救う　愛の献血にご協力を
11 月 20 日水は国見町の献血の日です
【１号車】

場　　　　　　　所 受付時間
国見町観月台文化センター　駐車場 午前 9時から午前 11 時

㈱大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後 1時

生活協同組合　コープ福島　コープマート国見店前 午後 2時 30 分から午後５時

【２号車】
場　　　　　　　所 受付時間

八巻石材工業（株）国見工場前 午前 9時から午前 11 時

（株）大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後１時

（株）福梁製作所前 午後 2時 30 分から午後 3時 30 分

福島信用金庫　国見支店前 午後 4時から午後 5時

心の病気学習会
精神障がいを理解するために　

　　地域住民の皆さんに精神疾患や精神障がいについて正しく理解していただくために、学習会を開催しま
す。是非ご参加ください。
日時　12 月 10 日火午後 2時 30 から午後 4時 30 分
場所　福島県県北保健福祉事務所　2階大会議室
定員　80 名　（対象　一般住民）
講師等「心の病気の理解とかかわり方」　コスモス通り心身医療クリニック医院長　圓口博史氏
問い合わせ・申込先方法等　12 月 9日月までに、県北保健福祉事務所に電話かＦＡＸによる申込み
　　　　　　　　　　　　　　☎ 534-4300　　ＦＡＸ 534-4325

　　インフルエンザを「たかが風邪の一種」と考
えていませんか？高齢者が感染すると、持病を
悪化させたり合併症を引き起こし、重症化しや
すくなったりするので注意が必要です。
　インフルエンザウィルスは湿度に弱いので、
室内では適度の湿度を保つようにし、また、外

小児用肺炎球菌ワクチン予防接種のお知らせ
　予防接種法施行規則等が改正され、平成 25 年 11
月 1 日から小児用肺炎球菌予防接種ワクチンが、7
価ワクチンから 13 価ワクチンに変更になりました。
13 価ワクチンには、従来より６種類多い計 13 種類
の肺炎球菌の成分が含まれています。これにより、
今までより多くの肺炎球菌に対して、予防効果が期
待できると考えられています。
　すでに小児用肺炎球菌（7価ワクチン）の接種を
開始している方は、残りの回数を 13 価ワクチンで接
種してください。

接種開始年齢 接種回数 接　種　間　隔

生後２月から
生後７月に至るまで 4回

初回３回：２７日以上あけて接種
追加１回：生後１２月以降に、初回３回目から６０日以上あけて接種
※ただし、初回２回目及び３回目の接種は、生後１２月に至るまでに接
種し、それを超えた場合は行えません（追加接種は実施可能）

生後７月から
生後１２月に至るまで ３回

初回２回：２７日以上あけて接種
追加１回：生後１２月以降に、初回２回目から６０日以上あけて接種
※ただし、初回２回目の接種は生後１３月に至るまでに接種し、それを
超えた場合は行えません（追加接種は実施可能）

生後１２月から
生後２４月に至るまで ２回 ６０日以上の間隔で２回接種

生後２４月から
生後６０月に至るまで １回 １回接種

※ワクチンの変更に伴う留意事項等については、厚生労働省のホームページ
「小児用肺炎球菌ワクチンの切替えに関するＱ＆Ａ」を参照してください。

出時のマスクの着用や帰宅時のうがい、手洗い
が大切です。そして予防の基本は、流行前に予
防接種を受けることです。
　町では６５歳以上の方を対象に指定医療機
関において、インフルエンザ予防接種を 4,232
円のうち自己負担 1,300 円で実施しておりま
す。インフルエンザ予防接種は、効果が現れる
まで 2週間程度かかり、効果は約５カ月持続
します。実施期間は 12月 31日までですので、
早めに接種されることをお勧めします。

【対象者】
　生後２月から６０月に至るまでの乳幼児

【接種方法】
　県内の医療機関（主に小児科）で個別接種

【接種スケジュール】
　接種開始の月齢によって接種回数スケジュールが
異なります。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

インフルエンザをインフルエンザを
予防しよう !!予防しよう !!
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くらしのくらしの
情　報情　報

お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
発
行
し
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
の
「
控
除

証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

（
☎
５
３
５
―
０
１
４
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
32
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

「
家
庭
で
使
え
る
感
染

対
策
」

　　
公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

国
見
町
職
員
募
集

　

町
で
は
平
成
26
年
度
職
員
採

用
候
補
者
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

【
一
般
事
務
（
行
政
）
高
校
卒

程
度
】

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
高
校
卒

業
又
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
。（
た
だ
し

大
学
を
卒
業
し
た
方
又
は
、
平

成
26
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

▼
募
集
期
間　

10
月
28
日
月
か

ら
12
月
２
日
月
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
12
月
１
日
日

の
消
印
分
ま
で
）

▼
一
次
試
験
日　

12
月
15
日
日

▼
一
次
試
験
会
場　

国
見
町
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
二
次
試
験
日　

一
次
試
験
合

格
者
に
通
知

▼
試
験
方
法　
（
一
次
）
教
養

試
験
、
適
性
試
験

（
二
次
）
作
文
、
面
接

▼
申
込
用
紙
請
求　

総
務
課
で

交
付
。
郵
便
で
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
、「
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信

用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
必
ず

同
封
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務

課
庶
務
係　
　

☎
５
８
５
‐
２
１
１
２

自
衛
隊　

高
等
工
科

　

学
校
生
徒
募
集

　

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
資
格　

15
歳
以
上
17
歳

未
満

▼
受
付
期
間　

平
成
25
年
11
月

【控除証明書専用ダイヤル】
◆ナビダイヤル０５７０－０７０－１１７
（IP 電話、PHS 電話からは０３－６７００－１１３０）
◆受付
平成 25 年 11 月 1日～平成 26 年 3月 14 日
・月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５
　※月曜日 ( 月曜が祝日の場合は火曜 ) は
　　午後７：００まで受付
・第 2土曜日　９：３０～１６：００
　※祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日は、利用
　　できません

1
日
金
か
ら
平
成
26
年
1
月
10

日
金
ま
で

▼
試
験
日　

平
成
26
年
1
月
18

日
日

問
自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

☎
５
４
５
‐
７
９
９
５

11
月
は
被
害
者
等

　
　

支
援
推
進
月
間

   

福
島
県
警
察
で
は
、「
犯
罪

被
害
者
習
慣
に
あ
わ
せ
て
、
11

月
を
「
被
害
者
等
支
援
推
進
月

間
」
と
し
、
被
害
者
等
に
優
し

い
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
週
間

　　

11
月
25
日
月
か
ら
12
月
1
日

日
は
、
犯
罪
被
害
者
週
間
で

す
。
こ
の
週
間
は
犯
罪
者
や
そ

の
家
族
・
ご
遺
族
の
現
状
や
被

害
者
支
援
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
福
島
北
警
察
署
桑
折
分
庁
舎

☎
５
８
２
‐
２
１
５
１

【心配ごと相談】
 

ま
す
。
申
込
不
要
・
無
料
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
28
日
木
午
後
4

時
か
ら

▼
場
所　

総
合
受
付
前
ホ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

家
庭
で
使
え
る
感
染

対
策

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

感
染
対
策
室　

感
染
制
御
実
践

看
護
師　

渡
辺
勇
七　

氏

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

　
　　平成 25年   9 月 30 日現在
　　　人口　　  9,929 人（△ 16）
　　　男　　　  4,777 人（△   4）
　　　女　　  　5,150 人（△ 12）
　　　世帯　  　3,351 世帯（＋ 6）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。

人口と世帯 【障がい者相談】
 12

月
の
相
談
会

 ・  開催日　17 日（火）
 ・  場所     観月台文化センター
 　　　     保健指導室
 ・  時間　 午前 10 時から
　　　　  午後 4時
 ・相談事業受託者
　   ＮＰＯ法人「ひびきの会」

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

・開催日及び相談員

住
生
活
総
合
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

国
土
交
通
省
及
び
福
島
県
で

は
、
市
町
村
の
御
協
力
の
も
と

に
、
12
月
1
日
、
各
地
で
「
平

成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
」
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本

法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住

環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般
に

関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意

向
・
満
足
度
等
を
総
合
的
に
調

査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ

た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
総

務
省
）
に
回
答
い
た
だ
い
た
世

帯
の
中
か
ら
一
部
を
抽
選
し
、

全
国
で
約
9
万
2
千
世
帯
を
対

象
に
行
い
ま
す
が
、本
県
で
は
、

一
定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無
作

為
抽
出
し
た
約
４
５
０
０
世
帯

に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま

で
の
間
、
統
計
調
査
員
証
を

持
っ
た
調
査
員
が
、
対
象
と

な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
を
お
願
い
す
る
皆
様

に
は
、
重
ね
て
お
手
数
を
お
掛

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

ふ
く
し
ま
障
害
者

　

就
職
面
接
会

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
所

の
採
用
担
当
者
と
直
接
話
が
で

き
る
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
5
日
木
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時

▼
場
所　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

4
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
福
島
市

三
河
南
町
1
の
20
）

▼
参
加
事
業
所　

20
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

☎
５
３
４
‐
４
１
２
５

（藤田宮前）

（第 11）

戸 籍 の 窓 口
9月 21 日～ 10 月 20 日受付分

　

●結婚おめでとう●

　大波　悟さん　
　  遠藤香織さん
 　
 菊地　誠さん　

　  小野京子さん

●誕生おめでとう●
　
　後藤　愛

まなみ
実ちゃん（宮町北）

　　　　克明さん　恵さん

　南　暁
あきひろ
啓ちゃん（第 7）

　　　清和さん　裕子さん

●おくやみ申し上げます●

　八島　ヨネさん　98（山崎北）

　後藤　清　さん　69（小坂）

　髙橋　敏子さん　88（貝田）

　菊地　仙七さん　86（第 10）

　小鹿　ハツさん　86（泉田上）

　佐藤ハルイさん　72（鶉町）

　羽田　陽子さん    72（錦町）

、、

12 木    冨塚美貴子さん
　　　井砂のり枝さん
26 木    後藤　清一さん
　　　大津美代子さん
・場所　観月台文化センター
　　　   第 2 和室
・時間　午前 9時から正午

23 22



第 14回 国見町青少年健全
　　　　育成推進町民大会  
日時 　11 月 23 日土 
　　　 午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分 
場所　 観月台文化センター　大研修室  
主催　 国見町青少年育成町民会議   
共催     国見町・国見町教育委員会   
             国見町社会福祉協議会    
内容  
　〇国見町青少年育成町民会議表彰  
　　・青少年育成団体・青少年指導者  
　〇「家庭の日」作品コンクール表彰　　　　 
　　・作文の部 　・絵画、ポスターの部 
　〇作文発表　『家庭の日』
　〇大会宣言　大枝地区推進協議会  
 
記念講演 
　　演題『野球道を求めて』
　　　講師　斎藤智也　氏
　　　（聖光学院高等学校　
　　　　　野球部監督）

平成 26年　国見町成人式
日時　平成 26 年 1月 12 日日　
　受付 午後 0時 30 分　式典午後 1時 30 分
　記念パーティ午後 2時 40 分から 3時 30 分
会場　観月台文化センター　
対象者　平成 5年 4 月 2 日から平成 6年 4 月 1
日までに生まれた町内在住者
※町外在住者で出席を希望される方は、お申込
みください。

阿津賀志山防塁第 14次発掘調査
現地説明会のお知らせ

　史跡の追加指定・整備に向けた阿津賀志山防塁
の発掘調査成果を現地にて公開いたします。是非
ご参加ください。
日時　11 月 16 日土　午後 1時 30 分から
会場　阿津賀志山防塁下二重堀地区
※小雨決行、雨天中止とします。
※駐車場は調査現場から 1.2㎞の、東部高齢者等
活性化センターとしますがスペースに限りがあり
ますので、なるべく乗り合わせでお越し下さい。
※駐車場から会場までは誘導員を配置します。

健
闘 

第
48
回
桑
折
町
・

国
見
町
青
少
年
健
全
育

成
剣
道
大
会　
　
　
　

　

8
月
25
日
に
桑
折
町
で
、
第

48
回
青
少
年
健
全
育
成
剣
道
大

会
、
第
2
回
復
興
祈
念
剣
道
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
の
選
手
の
成
績
は
次
の

通
り
で
す
。
◆
健
全
育
成
剣
道

大
会
【
団
体
▼
小
学
▽
優
勝
…

国
見
町
Ａ
▽
第
三
位
…
国
見
町

Ｂ
▼
中
学
▽
優
勝
…
佑
武
館
▽

準
優
勝
…
国
見
町
Ａ
▽
第
三
位

桑
折
支
部
（
菅
野
・
佐
藤
）【
個

人
】
▼
初
級
▽
優
勝
…
戸
田
優

▽
準
優
勝
…
朝
内
希
美
▽
第
三

位
…
志
賀
元
徳
・
齋
藤
蓮
斗
▽

敢
闘
賞
…
戸
田
優
希
・
朝
内
佑

光
▼
小
学
低
学
年
▽
優
勝
…
佐

藤
大
斗
▽
準
優
勝
…
齋
藤
翔
▽

第
三
位
…
後
藤
玲
▽
敢
闘
賞
…

佐
藤
陽
生
▼
小
学
高
学
年
▽
優

勝
…
菊
地
拓
実
▽
準
優
勝
…
齊

藤
智
博
▼
中
学
▽
優
勝
…
赤
井

畑
謹
▽
準
優
勝
…
大
津
寛
己
▽

第
三
位
…
安
倍
遼
▽
敢
闘
賞
…

菅
野
奈
津
美
◆
復
興
祈
念
大
会

【
団
体
】
▼
小
学
▽
準
優
勝
…

桑
折
支
部
Ａ
（
齋
藤
・
菊
池
）

▼
中
学
▽
優
勝
…
佑
武
館
Ａ
▽

準
優
勝
…
佑
武
館
Ｂ　

　
　
　
　
　
　
　

～　復興・絆　～　
魂の響き　和太鼓競演

日時　12 月 8日日
　　　開場　午後 1時 30 分　開演　午後 2時
会場　観月台文化センター体育館
出演　みちのくボンガーズ・錦町太鼓保存会・
　　　山木屋太鼓・和太鼓「蝉創」
　
　地元の伝承太鼓をはじめ、県内外で活躍する創
作太鼓が大集合！みちのくボンガーズの山木屋太
鼓の演奏もあり、笑いと熱気溢れるステージで、
復興に向かって邁進する町民の皆さんへエールを
贈ります。

入場

無料

みちのくボンガーズ

11 月 9 土 子ども和楽器体験教室⑦　
国見っ子わんぱく広場「サイエンス教室」

12 火 子ども移動図書館（国見小３年生）
14 木 町民講座「マジック教室」②

子ども移動図書館（国見小２年生）
15 金 成人学級「健康料理教室」
16 土 阿津賀志山防塁 14 次発掘調査現地説明会

子ども和楽器体験教室⑧
17 日 第 25 回ふくしま駅伝（白河～福島）

家庭の日
19 火 子ども移動図書館（国見小１年生）
21 木 町民講座「マジック教室」③

子ども移動図書館（国見小３年生）
23 土 国見町青少年健全育成推進町民大会

ふるさと歴史教室① ( 森江野町民センター）
26 火 子ども移動図書館（国見小２年生）
28 木 町民講座「マジック教室」④

子ども移動図書館（国見小１年生）
ブックスタート

30 土 少年仲間づくり教室「世界を知ろう」
子ども和楽器体験教室⑨

12 月 1 日 第 32 回伊達地方一周駅伝大会　　　　　　　　
2 月 休館日
3 火 子ども移動図書館 ( 国見小３年生 )

阿津賀志学級「私の思い」
5 木 町民講座「マジック教室」⑤
6 金 くにみ女性教室
7 土 こどもまつり

子ども和楽器体験教室⑩

行事のお知らせ行事のお知らせ

　

10
月
11
日
、
寿
祝
敬
老
会
は

学
級
生
約
90
名
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

太
田
久
雄
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
中
村
洋
平
学
級
委
員
長

か
ら
卒
寿
１
人
、
米
寿
１
人
、

喜
寿
９
人
、
古
希
１
人
に
賀
詞

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
鹿
島
神
社
宮
司

よ
る
神
事
が
行
わ
れ
、
最
後
に

安
藤
政
治
さ
ん
が
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
賀

阿
津
賀
志
学
級
生

　

元
気
に
寿
祝　
　
　

寿
の
皆
さ
ん
、
教
室
生
が
と
も

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。　
　

標
語
に
託
す
願
い

　

阿
津
賀
志
学
級
生
か
ら
交
通

安
全
・
災
害
防
災
の
標
語
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
58
人
１
１
６
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月

22
日
の
表
彰
式
で
、
入
賞
者
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
作
品
】　　
　

(

敬
称
略)　

　

交
通
安
全
の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
生
涯
を　

無
事
故
無
違
反　
　
　
　

金
メ
ダ
ル　
　
　

    

松
浦   

琴　
　
　

○
身
を
ま
も
る　

光
り
か
が
く　
　
　

反
射
材　
　

   　

松
浦
ひ
ろ
子　
　

○
ケ
ー
タ
イ
の
な
が
ら
歩
き
は　
　
　

事
故
の
も
と　

   

大
勝
タ
カ
子　
　

○
気
を
抜
く
な　

安
全
運
転　
　
　
　
　
　
　

我
が
家
ま
で   　

齋
藤
ト
モ
子　
　

○
渡
る
よ
り
と
ど
ま
る
勇
気
が　
　

身
を
守
る　

   　

髙
橋
不
二
子　
　

災
害
防
災
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ア
ッ
危
な
い
飛
び
出
す
前
に　
　
　

　

平
成
25
年
の
賀
寿
該
当
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）　

【
卒
寿
】
渡
邉
喜
美
子　
　
　
　
　
　

【
米
寿
】
安
藤
政
治　
　
　
　
　
　
　

【
喜
寿
】
野
村
ト
モ　

澁
谷
幸

子　

樋
口
ハ
ル
子　

松
浦
ひ
ろ

子　

八
島
照
子　

阿
部
芳
子　

松
浦
ユ
キ
イ　

松
浦
琴　

佐
藤

フ
ミ　
　

【
古
希
】
菅
野
好
子　
　
　
　
　

火
の
用
心　
　

   　

安
藤
政
治　
　

○
ま
ず
命　

安
全
確
認
怠
る
な　
　

        　
　
　
　

      

石
川
久
子　
　

○
あ
わ
て
ず
に　

隣
近
所
の　
　
　

助
け
合
い　
　

       

佐
藤
圭
子　
　

○
非
常
袋
点
検
す
る
の
は                  

 「
今
で
し
ょ
う
」　

松
浦    

琴　
　

○
各
家
庭　

命
を
守
る
警
報
機        

　
　
　
　

          

佐
藤
シ
ゲ
子　
　
　
　
　
　

賀寿の受賞の皆さん

優秀作品で表彰された皆さん

25 24




